	第4回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　報告者：前島大樹　苫米地諒

	講義内容：緊急時対応　　　　　　講師：竹内佳恵　東久子

	日　　時：平成21年７月２３日、２４日（２日間）　17：30～18：00

	場　　所：南山苑4Ｆ　苑長室

	内　　容：講義『緊急時対応』

　　　　　

　　　　参加対象者　　９１名

　　　　　　　　　当日参加者　　４９名

　　　　　　　　　当日業務者　　　８名　

参加率＝当日参加者÷（参加対象者－業務扱い者）＝59％
参加率＝当日参加者÷参加対象者＝54％
　　　　　　　　アンケート提出者名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･４４名

· 楽しかった･･･　　２名

· 難しかった･･･　　３名

· つまらなかった･･･0名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· アンビュー使用しての心肺蘇生の方法。

· 初期動作や、呼吸確認から心臓マッサージまでの一連の流れの対応法。

· 人工呼吸が実体験で見れて分かりやすかった。

· 対応の仕方がわかっているだけでも安心できる。

· ハイムリック法のやり方。

· 緊急時の手順。

· 心臓マッサージのペースは「もしもし亀よ」のテンポでやれば良い。

· ハイムリック法は横隔膜を刺激する。

· アンビュー、ＡＥＤの保管場所の確認。

· 異物がつまったり、窒息状態の時は時間との勝負なので迅速な対応が大切だと学びました。

· もし、緊急時でとっさに必要を要した場合、心持少しは冷静にできるのではないかと思いました。

· 救急車の呼び方。

3． 質問したいこと

· 特になし

4． 今後のテーマの希望

· 緊急時の心構え。

· 食事介助中の誤嚥防止するため等、基本的援助の仕方

5． 感想等

· やっぱり、いざこのような状態になると何も出来なくなってしまうのできちんと頭に叩き込んでおきたい

· 実際にやってみて良かった。分かりやすくてよかった。

· 緊急時はいつ起こるか分からないので日ごろから心にとめておきたいと思った。

· 高齢の場合、いつ急変が起こるか分からないので対応の仕方等、常に確認しておきたいと思います。また実践できるようにしておきたい。

· 定期的に以前受けたことを勉強できたので復習になってよかった。

· 勉強会などでは理解できてもいざ緊急の場面に直面してしまえば頭が真っ白になる可能性もある為定期的に学習する必要がある。

· 一分一秒を大切にしていかないと生命の危機になる事。

· いざというとき何も出来ないということがないよう今回学んだ緊急時の対応の手順を把握しておくようにしようと思いました。

· 心臓マッサージはもしもし亀よのテンポで３０回やればよい事が分かった。

· 今後もいつ起こるか分からないのでしっかりと覚えていたいと思う。

· いつ緊急時にあたるか分からないので、常に覚えておきます。

· 蘇生法について確認することが出来てよかった。いざというときにあせらず対応できるよう日々、確認していきたいと思います。

· 救命そちの仕方、手順など物を見たのでとてもわかりやすかった。

· 研修で学んでいてもいざ緊急時の時に迅速に対応できるか不安ですがいつ緊急時がくるかわからないので気をひきしめていきたいです。

· 今回、特養老人施設で事故があったばかりなので親身に感じ意義深かった。

· 実際にやりながらだったのですごくわかりやすかったです。そのようなときがあったら使えるようにならないといけないなと思いました。

· いざというときは気持ちがパニックしてできなくなってしまいそうなので、今回見ておけて良かった。緊急時はきちんと対応できるように勉強したい。

· 緊急時には今回研修した内容を良く覚えておき、落ち着いた対応をしたと思いました。

· 緊急時になったら焦らず対応したい。

· 実際緊急時になると慌ててしまうので、落ち着いてやろうと思いました。

· 緊急時に実際にできるかとても不安であるが、今日の勉強で実際にやってるのをみれて良かった。

· わかっているけど体は動きません。

· 緊急時はいつ起きるかわからないので勉強会という形で学べてよかった。

· 緊急時になったらあせってしまうと思うけど、少しでもあせらずにできたらいいなと思う。

· 実際、その場にいたら対応できないかもしれないが知識として参考になった。

· 頭でわかっていても実際の現場では自信がないです。

· 以前にも勉強会を行い対応法をわかっているつもりでもいざというときパニックになり思うように動けなくなります。再確認出来てよかった。

· 夜間の勤務体制に照らし合わせ具体的に業務分担まで行えば、より実践的だと思います。また実例もあればよかったです。

· 実演もありわかりやすかった。

· どんな職種の人でも緊急時には出来なければならないことである為、きちんとした知識、技術をもたなければと思った。

· 緊急時の対応については今までも何度か研修を受けたが、定期的に学ばないと頭から抜けている事がわかった。

· 緊急時あわててしまう事が予想されます。落ち着いて対応出来るように、備品や基本動作は把握しておかなければならないと感じました。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

· １７時半を過ぎてから入室する人が２名いました。

· 新人の参加率がよくない。（業務の為、参加できていない。）緊急時の対応など学んでほしいことなので、できるだけ参加してもらうよう、勤務変更してもらう。（SGMにちゃんと説明する。）

· 今回の「緊急時の対応」はとても評判が良かった。しかし、参加してない人もいる為、アンケート用紙に書いてあった通り、定期的にやっていく必要がある。
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